
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

トド松/おやすみマリア

オートマトン

ロマネスク

ゴシック

罪人

14

煉獄

10
覆う影

死去

兄弟

血の宴

黒い霧

兄弟の手

あなたの日常は、この影に奪われた。平和で幸福な日常も、大切な友達も兄弟も、全てこの影に覆われてめちゃくちゃにされてしまった。奪われたことに対して強い憎しみを感じるが、それと同時になぜか強い後悔も覚えるのだ。

大切な人が死んでしまった。身体をゆすろうと、名前を呼ぼうと、隣で泣き叫ぼうと、その人は何も答えない。ずたずたにされた遺体の隣で、あなたはただ哀しみにくれていた。

自分たちはこの遊戯室でいつも一緒にゲームをしたり、本を読んだりして毎日を過ごしていたことを思い出す。確か、みんなそれぞれ特別な理由があってこの施設に集められたはずだった。しかし、施設にきてからも兄弟として自分たちは仲のいい兄弟であった。

兄弟が何者かに襲われた。 その何かは、突然現れて、大切な兄弟をバラバラにしていったのだ。 君は、目の前で大切な兄弟を失ったのだ。…そして今、目の前に広がる状況は過去の記憶にとても良く似ている。

何時もの日常をすごしていた君は、突然大きな揺れを感じた。 咄嗟に逃げようと扉を開けたのだが、其処に現れたのは黒い霧のようなもの。 それは、アンデットの君を通りすぎ、奥にいた生きた兄弟に襲いかかった。 あとは自分が覚えているあの光景、血溜まりの中、君は扉を開けたことをずっと後悔していた。

彼は自分を担当してくれた研究員だと思い出す。大好きで、眠るのが怖い日は何時も子守唄を歌ってくれた。そんな彼は、君にとって兄弟であり、この施設にきてからも家族で有ることには代わりなかった。彼の優しく撫でる手がとても好きだったのを思い出すだろう
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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合意の上で自身の行動値を1減らす代わりに、自分以外の対象が使う「アクション」マニューバのコストを0にしてよい。

あなたがいるエリアで、いずれかの敵が大失敗した際、その結果によって発生するダメージを1点上昇させてよい。

ターン終了まで、対象は損傷した任意パーツ1つの効果を使用してよい。

あなたが射程0の対象に肉弾攻撃を成功させた際、対象の残りパーツ総数が[攻撃判定値-5]以下だったなら、対象は全てのパーツが損傷する（ただしレギオンには無効）。

地震のいるエリア内の敵全てに「転倒」を与える。

最大行動値+2

最大行動値+1

肉弾攻撃1

肉弾攻撃2

支援1か妨害1

肉弾攻撃1

支援1

移動1

支援2か妨害2

同ターン内の次カウントで使うマニューバ1つのコスト-1（裁定0）する

なし

なし

移動1

バトルパート終了時、任意の未練1つを選んで狂気点を1点減らす。このパーツは損傷時に所持パーツから取り除く。

移動1

移動1

妨害1

最大行動値+1
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